
はじめに

摂食障害とは食行動・態度に異常がみられる精神疾患

であり, その代表的なものは神経性無食欲症と神経性大

食症である. この２種の障害は対照的な食行動・態度を

示し精神病理学的に若干の相違点があるが, いずれも青

年期の女性に好発し, 肥満嫌悪・やせ願望, 女性性の忌

避などの共通する心理と, 意図的な食事制限, 食への過

度のこだわりといった共通する食行動・態度を示すこと

が特徴として挙げられる. 戦後, 日本は高度経済成長を

遂げ, 今では世界有数の経済大国となり, 飽食の時代を

迎えた. 食に対する考え方も変わり, その内容は欧米化

してきている. また, マスメディアでは盛んにダイエッ

ト特集が組まれ, ｢やせている｣ ことが一つの社会的評

価基準として浸透してきている. このような中でその影

響を受けやすい若い世代の中には, 診断基準を満たす,

あるいは受診や入院を急務とする, といった状態にはな

くとも, 極度のやせ願望や食行動異常などの摂食障害傾

向を示す報告がしばしばなされ, 摂食障害に結びつく可

能性が示唆されている�). しかし現在のところ, 以上の

ような食行動障害傾向を高める決定的な要因については

一致した見解が得られていない.

このような状況をふまえ, 今回我々は女子短大生を対

象に, 家庭・学校・社会などの環境に対する個々人の感

じ方と食行動障害傾向を結びつける要因について調査を

行った.

対象と方法

調査の目的と方法を説明し, 了解を得られた��歳から

��歳までの女子短大生���人を対象に, 無記名・自己記

入式の質問紙調査を実施した. 有効回答数は���人 (全

体の��％) であった. 調査時期は����年で, 授業時間

を利用しての集団実施または直接配布による方法を用い,

直接配布の場合, 調査用紙は１週間以内に指定の場所

に提出するよう依頼した. 使用尺度は以下の通りであっ

た.

１) �	
���������������
�����(�����)

�	�����) らの作成による摂食障害患者の摂食行動特

性と心理的特徴を, 包括的かつ多面的に評価する尺度.

｢ダイエットのことを考えます｣ ｢太っていると思います｣

｢気分を害した時に食べてしまいます｣ といった全��項

目から成り, ｢いつもそう：１点｣ から ｢全くない：６

点｣ で採点する. 得点が低いほど摂食行動の異常が伺わ

れる.

２) �	���� ��	�
	����
� �  �!����� ��	�"	
���

#$	���Ⅲ (�� �#�Ⅲ)

%����ら�&) による家族の ｢凝集性(家族が互いに持つ

情緒的なつながり)｣ ｢可変性(家族の勢力構造や役割関

係などを変化させる能力)｣ のレベルを測定する尺度.

前者は ｢私の家は何事も家族だけで行う｣ ｢私の家は家

族は一人ひとりとても親密である｣ といった�'項目, 後

者は ｢私の家はリーダーとなってことを進める人が変わ

る｣ ｢私の家はこどもが決定権を持っている｣ といった

�'項目の, 全�'項目からなり, ｢ほとんどない：１点｣

から ｢ほとんどいつも：５点｣ で採点する.
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３) イイコ行動特性尺度

宗像�) の作成による自分の考えや感情を抑えて他人に

気に入られようとする度合いを測る尺度. ｢人の顔色や

言動が気になるほうである｣ ｢自分の考え方を通そうと

する方ではない｣ といった全��項目から成り, ｢いつも

そうである：２点｣ から ｢そうではない：０点｣ で採点

する. 得点が ｢��点以上：イイコ的なところがかなり強

い｣, ｢��～��点：やや強い｣, ｢７～��点：中程度｣, ｢６

点以下：弱い｣, と段階づけられるが, 本研究ではこの

方法による分類は用いなかった.

４) 社会環境要因評価尺度

小林�)らの作成による ｢学業・将来への不安｣ ｢外見重

視｣ ｢女性の自立・社会参加｣ の傾向について測定する

尺度. ｢学業・将来への不安｣ は ｢友達より良い成績を

とりたい｣ ｢自分の進路を考えると, 不安になることが

多い｣ といった４項目, ｢外見重視｣ は ｢流行に左右さ

れる方である｣ ｢テレビや雑誌にでてくるモデルや女優

にあこがれている｣ といった５項目, ｢女性の自立・社

会参加｣ は ｢結婚しても仕事を続けたい｣ ｢結婚したら

女性は良い妻, 良い母として家事に専念すべきである

(逆転項目)｣ といった３項目の, 全��項目から成る.

｢そうである：１点｣ から ｢そうではない：４点｣ で採点

し, 得点が低いほどそれぞれの傾向が強いと判断される.

上記の尺度と同時に基本データとして, 性別, 現在の

身長・体重・年齢, 理想の身長・体重などを記入しても

らい, そこから�	
������
��(���：体重(㎏)／

身長(ｍ)�) を算出した.

すべての統計分析には����を用いた.

結 果

１. 対象者の基本データ

対象者の基本データを表�に示す. 平均年齢は約��歳,

平均身長と体重の概数は�����, ��㎏であった. ���は

実際の身長と体重の値から, 理想の���は理想とする

身長と体重から算出した. やせ願望指標とは���－理

想の���によって出された値であり, 値が大きい者ほ

ど現実と理想の体型のギャップが大きいと考えられた.

２. 食行動障害傾向得点

バリマックス回転による�����の因子分析の結果を表

２に示す.

第１因子は ｢太っていると思います｣ ｢ダイエットの

ことを考えます｣ ｢もっとやせることを考えています｣

などの��項目からなり, 現在の体型に不満を持ち, やせ

ることややせた体型を理想としていることが伺え ｢やせ

願望｣ と命名した.

第２因子は ｢自分に満足しています｣ ｢人から好かれ

ていると思います｣ ｢私はたいがいの人と同じくらいで

きると思います｣ などの項目からなり, 自己の能力に対

する確信のなさから ｢自信喪失｣ と命名した.

第３因子は ｢他の人と一緒にいたいと思います｣ ｢他

の人を信用します｣ ｢人は私のことを理解してくれます｣

｢自分の個人的な考えや気持ちを話すことができます｣

などの項目からなり, 他者への基本的信用のなさが伺え

｢対人不信｣ と命名した.

第４因子は ｢気分を害した時に食べてしまいます｣ ｢た

くさん食べ物を食べて止められないと感じることがありま

す｣ ｢食べ物をお腹につめこみすぎてしまいます｣ ｢空腹な

のか満腹なのかわかりません｣ の４項目からなり, 異常な

摂食行動を表しており ｢摂食異常｣ と命名した.

第５因子は ｢トラブルに巻き込まれるようなことをやっ

てしまいます｣ ｢言わなければよかったと思うことを言っ

てしまいます.｣ など７項目からなり, 自己に対する否

定的な感情から ｢自己嫌悪｣ と命名した.

第６因子は ｢自分の気持ちをコントロールできなくな

るのではないかと心配です｣ ｢私の心の中で何が起こっ

ているのかわかりません｣ など５項目からなり, 感情や

行動に対して自己コントロール (処理能力) の不確実さ

から ｢自己不確実｣ と命名した.

第７因子は ｢自分のことを自分の思い通りにしたいと

思います｣ ｢あらゆることを自分の思い通りにやりたい

と思います｣ など６項目からなり, ｢完全主義｣ と命名

した.
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因子名 寄与率 因子負荷量 α係数

因子１ やせ願望 18.3％ 0.94
45 太っていると思います｡
7 ダイエットのことを考えます｡
32 もっとやせることを考えています｡
9 足が太すぎると思います｡

＊ 19 自分の体型に満足しています｡
＊ 55 私の足はちょうど良い太さだと思います｡
16 太ることがとても心配です｡
59 自分のお尻は大きすぎると思います｡
25 体重のことをあまりに気にしすぎています｡
2 私のお腹は大きすぎると思います｡

＊ 62 私のお尻の大きさはちょうど良いと思います｡
＊ 12 私のお腹はちょうどいい大きさだと思います｡
＊ 31 自分のお尻の形が好きです｡
11 食べ過ぎた後､ 後悔します｡

.85

.83

.81

.80

.76

.74

.71

.71

.67

.65

.65

.61

.56

.53
因子２ 自信喪失 7.5％ 0.82

＊ 91 自分に満足しています｡
＊ 37 私は自分に満足しています｡
＊ 80 人から好かれていると思います｡
＊ 27 私はたいがいの人と同じくらいできると思います｡
＊ 89 自分が愛されていることを知っています｡
41 自分のことがあまり好きではありません｡

.68

.67

.64

.57

.57

.51
因子３ 対人不信 6.7％ 0.85

＊ 69 他の人と一緒にいたいと思います｡
＊ 73 一人でいるよりは他の人と一緒にいたいと思います｡
＊ 17 他の人を信用します｡
87 人といるよりは一人でいる方がいいと思います｡

＊ 76 人は私のことを理解してくれます｡
＊ 74 たくさんの友達がいます｡
＊ 57 自分の個人的な考えや気持ちを話すことができます｡
＊ 30 親友がいます｡
＊ 15 自分の気持ちを人に話します｡

.77

.74

.67

.65

.60

.58

.56

.53

.50
因子４ 摂食異常 3.5％ 0.84
64 気分を害したときに食べてしまいます｡
4 気分を害したときに食べてしまいます｡
28 たくさん食べ物を食べて止められないと感じることがあります｡
5 食べ物をお腹につめこみすぎてしまいます｡
40 空腹なのか満腹なのかわかりません｡

.75

.73

.68

.63

.50
因子５ 自己嫌悪 3.2％ 0.80
81 トラブルに巻き込まれるようなことをやってしまいます｡
70 言わなければよかったと思うことを言ってしまいます｡
79 他の人に対して腹を立てます｡
56 私は悪い人間のような気がします｡
67 他の人は私がよく取り乱すと言います｡
83 すぐに怒ってしまいます｡
85 気分にムラがあると思います｡

.69

.63

.60

.58

.58

.57

.54
因子６ 自己不確実 3.1％ 0.81
44 自分の気持ちをコントロールできなくなるのではないかと心配です｡
33 私の心の中で何が起こっているのかわかりません｡
51 気持ちが動揺すると､ 自分が悲しいのか怖いのか怒っているのかわからなくなります｡
8 自分の感情があまりに強いと怖くなってしまいます｡

＊ 26 自分がどんな気持ちなのかわかります｡

.69

.67

.66

.64

.51
因子７ 完全主義 2.7％ 0.76
75 自分のことを自分の思い通りにしたいと思います｡
68 あらゆることを自分の思い通りにやりたいと思います｡
63 物事をとてもうまくやりたいです｡
36 私は何でも一番でないと嫌です｡
43 両親は私が何をやっても一番であることを望んでいます｡
86 自分のことは､ 自分の思い通りにできなければならないと感じます｡

.66

.63

.60

.57

.57

.53
因子８ 成熟拒否 2.5％ 0.76
48 人はこどもの頃が一番幸せだと思います｡
14 人生で一番幸せなときは､ こどもの頃だと思います｡
3 もう一度こどもに戻れたらなあと思います｡

＊ 22 こどもより大人でいたいと思います｡
＊ 58 こどもよりも大人でいるほうがよいと思います｡

.70

.64

.56

.56

.51
因子９ 自己破壊 2.3％ 0.72
90 自分や他の人を傷つけなければならないような気がします｡ .59

���バリマックス回転による�����の因子構造

注) 因子負荷量0.5未満は除外 累積寄与率49.8%



第８因子は ｢人はこどもの頃が一番幸せだと思います｣

｢もう一度こどもに戻れたらなあと思います｣ など５項

目からなり, 幼少期を理想とし, それに戻るあるいは留

まろうとする感情が伺われ ｢成熟拒否｣ と命名した.

第９因子は ｢自分や他の人を傷つけなければならない

ような気がします｣ の１項目からなり, ｢自己破壊｣ と

命名した.

α係数による信頼性係数は全体が����であり, 各々で

は ｢やせ願望｣ ����, ｢自信喪失｣ ����, ｢対人不信｣

����, ｢摂食異常｣ ����, ｢自己嫌悪｣ ����, ｢自己不確実｣

����, ｢完全主義｣ ��	
, ｢成熟拒否｣ ��	
, ｢自己破壊｣

��	�であった

総括すると ｢やせ願望｣ ｢摂食異常｣ の２因子は摂食

行動や態度についての項目から構成され, ｢自信喪失｣

｢対人不信｣ をはじめとする残り７因子は性格的特徴を

示す項目によって構成されていると考えられた.

以上の結果から本研究は, 摂食障害へ結びつく可能性

が高いと考えられる ｢やせ願望｣ ｢摂食異常｣ の２因子

��項目の合計点数を ｢食行動障害傾向得点｣ とすること

にした.

３. 重回帰分析

食行動障害傾向について, ��, 理想体型の��,

������Ⅲ(凝集性・可変性), イイコ行動特性尺度, 不

安尺度, 外見重視, 女性の自立・社会参加, やせ願望指

標との重回帰分析を行った結果を表３に示す (Ｒ＝

��
��, Ｒ�＝�����, Ｆ(
, �
�)＝���
��, ｐ＜�����).

重回帰分析の結果, 食行動障害傾向には, ��(β＝

����	�, ｐ＜����), イイコ行動特性(β＝������, ｐ＜

����), 学業・将来への不安(β＝����
, ｐ＜����), 外

見重視(β＝����
, ｐ＜����)が有意に影響を及ぼして

いることがわかった.

考 察

本研究では食行動障害傾向と ｢外見重視｣ ｢イイコ行

動特性｣ ｢��｣ との関連が認められた.

まず ｢外見重視｣ ｢イイコ行動特性｣ が強いことは,

他人からの評価を求める傾向の強さであり, 自己評価を

見いだす能力の未熟さが推測される. 現代のような競争

社会の中では数字によって他者と比較されることが多く,

そのような環境で成長した者は目に見えるもので自己評

価をする者が多いのではないかと考えられた. ｢外見重

視｣ については, 顔や体型は表面的なものであるがゆえ

に ｢すれ違う｣ だけの全く知らない人からも評価対象に

なりうる. そして, ｢外見の良さ｣ の概念は個人によっ

て異なるものであるが, マスメディアの影響によりやせ

ていることが高く評価される風潮がある
). 高校生, 大

学生は流行に敏感であり, 最も自分の体型を気にかける

世代であるために, こうした社会風潮の影響を受けやす

いと予想される. その中で模範とされているモデルはし

ばしば病的にやせており, これらを比較の対象にして自

己像を作っていると��) 不満足度は高くなるであろう��).

また, 体型 (体重) は数字によって測ることができ,

食事・運動によって自分である程度コントロールするこ

とができるため, 他人からの価値を得るための一つの基

準として選ばれやすいのではないかとも考えられる. 自

己能力・価値を確認しようとすることは自然であり, 必

要なことである. 本来は自分で自分を認めることが何よ

り大切であるがゆえに, 他者との関係の中で, まして数

字によって比較しようとすると当然無理が生じ, 結果と

して摂食障害等の危険が考えられるのではないだろうか.

｢イイコ行動特性｣ が高い人の中には ｢完全主義的・

強迫的｣ な気質を持つことが多く�), そのような人が一

度ダイエットを始めると生命維持が危ぶまれる程の食事

制限を行ったり, 限度を超えた目標を立て決して妥協を

許さないことが考えられ, 摂食障害に結びつく可能性が

示唆される. また, これに加えてダイエットが日常場面

では不適応とみなされない現代の状況も原因として挙げ

られるであろう.

あるいは ｢イイコ行動特性｣ と食行動障害傾向との関

―��―

���重回帰分析結果
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連に加え, ｢学業・将来への不安｣ との関連を併せて鑑

みると, これらの特性にはこうあらねばならないと考え

る完全主義的・強迫的な傾向が伺え, そのような傾向の

強さから大きな不安が生まれ, 不安を解消する心理的機

制の一つとして食行動異常があると考えられた. ストレ

ス自体は, それを活用することで充実した生活を送れる

が, 慢性化されたストレスは, ストレスと疾患形成との

悪循環的相互作用を生みやすい�)といえ, 身体化された

症状が現れる, という状況は, 自分が置かれているスト

レスの意味が言語的, 意識的に捉えられない状況と言う

ことができる��)であろう.

また本研究では���が食行動障害傾向に影響を及ぼ

している一方で, やせ願望指標との関連はみられなかっ

た.

���は身体重の指標ともいわれ, 身長との相関が低

く, 身体脂肪量と高い相関を示し肥満の指標としてよく

用いられている. 一般青少年において摂食障害傾向を高

める要因としては, ���の高さが最も多く報告�)�)��)され

ている. 本研究でも���を使用し体型との関連を検討

した結果, ���が高い者ほど食行動障害傾向が高いこ

とが認められ同様であった.

一方で今回の調査では, ｢やせ願望｣ は食行動障害傾

向にあまり影響していなかった. 西園��) は必ずしも, や

せ願望を介さなくても, 摂食障害が増加するとしており,

ダイエットが摂食障害の前駆段階かどうかという点につ

いては未だ議論があるとしている. しかし�	
�)は, 家

族要因に摂食障害やうつなどの疾患が認められる場合に

は, ダイエットは摂食障害発症の原因となり得ると結論

している. また, �����ら�)は, 思春期女子の身体不満

足度は病的ダイエットとの関連性があると述べている.

ダイエットといっても危険なだけではもちろんなく, 肥

満である者にとっては必要な ｢健康なダイエット｣ も存

在する. 今回の対象者の中には���から肥満であると

判断される者もおり, ｢やせ願望｣ には異常なものだけ

ではなく, 必要なものも含まれている. そのため, ｢や

せ願望＝摂食障害への危険｣ という単純な結びつきは示

せなかったと考えられた.

食行動障害傾向と家族環境について述べるならば, 今

回の調査では, 可変性・凝集性ともに関係がみられなかっ

た. 舘ら��)は, 神経性無食欲症の摂食障害患者を抱える

家庭では家族凝集性が高く, 神経性大食症, あるいはむ

ちゃ食い障害では, 家族凝集性はともに低く, 遊離的で

あるという共通した傾向があるとしている. われわれは,

神経性無食欲症・神経性大食症などの特徴を用いた摂食

障害の分類をせず, 食行動障害傾向として一括したため

に各家族機能との関連がみえにくかったのではないかと

考えられる.

女子高校生を対象に調査を行った志賀ら��)は, この年

代での食事制限は, 家族と食事することの反発であると

の見方をしている. しかし, 今回は対象を女子短大生と

しており, 単身生活を行っている者も含まれている. そ

のため, 直接的な家族からの影響が少ないためとも考え

られた. つまり, 神経性無食欲症が好発する, 家族 (親)

との関係が複雑な思春期から年齢を経て, アルバイト・

仕事により金銭的に自立するようになり, 行動範囲が広

がってくる時期にあたる. 両親との間には物理的距離が

でき, 一般的には ｢子離れ｣ が訪れ, 家族の影響は次第

に少なくなっていくのではないだろうか. 家族環境は個

人の人格形成に多大な影響を及ぼしうるし, 特に神経性

大食症患者にはしばしば人格障害が合併することが知ら

れている�). そのことからも, 家族の影響は無視できな

いものではあるが, 現代の大量発生を説明するには社会

的要因の影響は欠かせないものであり, 摂食障害の発症

要因が多様化してきたことが今回の結果からは読みとれ

るといえるだろう.

しかしながら本研究では, 非臨床群を対象としている

とはいえ, 質問紙による自己記入法を用いており, 対象

者の正確な情報を得られたかについては疑問が残る. 摂

食障害の評価に際して特に留意すべき点として, 患者が

症状や自分の感情を否認したり, 隠す傾向が強かったり

といったことがあげられる�). また, 対象が一つの大学

に限られていることや, サンプル数が少ないため一般的

なデータではない可能性も考えられる.

マスメディアの影響により ｢摂食障害｣ という言葉は

一般にも浸透してきており, 症状についての知識も増え

つつある. しかし, 発症要因・治療法・経過については

不明な点が多いのが実際である. 西園��)は若い女性の患

者数の多さに加え, 未だ増加傾向にあるこの ｢摂食障害｣

への対策として, 社会的要因の考察が必要であるとし,

近年海外で盛んになってきている�����	ら��)の予防教育

の試みを紹介している. プログラムの内容は, ｢ファッ

ションモデルの写真を見ながら, やせなければというプ

レッシャーにいかに影響を受けているかを知る｣, ｢自己

決定, 自己コントロール, 自己主張を教え, 外からのプ

レッシャーに受身的に従わないようにする｣ などの段階

的なものとなっている.

一方で西園��)は, 摂食障害の個々の症例の治療を行う

場合には生活史や家族関係などその個人固有の状況に注

意を払う必要があるともしている. 日本においての作業

療法専門誌, ｢��ジャーナル｣ では, ����年にプログレ

ス��)として取り上げられて以来, 摂食障害についての報

告はない. しかし臨床場面では, 摂食障害患者に出会う

機会も増えてきており, 精神科作業療法の対象者として

の一定の割合を占めることも予想される. 諸外国では摂

食障害に対する様々なアプローチと, ��の立場からの

報告がされている�)�). 例を挙げると活動に集中すること

で病的な思考にとらわれている時間を減らす対処方法が

そうである. 個人的には物を作るという現実的な体験を

通して, 外見ではない自己価値の発見や生活	����の評

価を行うことが可能であると考えている. その際場面を

―��―
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共有する作業療法士は, 摂食障害患者に, その体験を正

しくフィードバックすることや, 個人にあった活動選択

を行い, 不足した何かを埋める作業を手伝うことが必要

となろう. このような中で, 作業療法士としての対応に

ついては, 今後考えていかなければならない課題である

と思われ, 作業療法士からの摂食障害に関する研究を深

める必要があるであろう.
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Relationship between eating behavior and socio-psychologi'cal 

factors among female junior college students 
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Abstract We have conducted an investigation of female college students (N=176) concerning the 

factors, which link individual feelings towards environments at home, school and society to a ten-

dency to develop abnormal eating. Conducting a factor analysis (varimax rotation) of the EDI-2, 

we obtained nine factors. Of these, two factors "the desrre to be slim" and "abnormal eatmg 

habits" were considered to have a link to abnormal eating behavior, and the total score of the two 

factors became signs of an abnormal eating tendency. The results of multiple regnession analysis 

with setting the score of abnormal eating tendency as a dependent variable and Body Mass, Index 

(BMI), FACES-III, characteristic behavior of good girls, anxieties for academic performance and future, 

respects for appearance and independence and social participation of women as independent vari-

ables. It was also found that BMI, characteristic behaviors of good girls, anxieties for academic 

performance and future and respects for appearance had a significant independent effect on abnor-

mal eating tendency. 
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